
―
―
磐
田
市
立
総
合
病
院
の
現
況
か
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
当
院
は
、
災
害
拠
点
病
院
、
臨
床
研

修
指
定
病
院
、
地
域
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
指
定
を
受
け
る
な

ど
、
５
市
１
町
の
中
東
遠
医
療
圏
に
お
け
る
中

核
的
な
病
院
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
最
近
で
は
外
国
人
患
者
受
入
拠
点
病

院
と
い
う
指
定
も
受
け
て
い
ま
す
。
磐
田
市
の

人
口
の
約
９
％
は
外
国
人
で
、
そ
の
多
く
が
仕

事
を
持
っ
て
定
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
へ

の
医
療
提
供
も
重
要
な
職
責
で
す
。
当
院
に
は

医
療
通
訳
が
常
勤
で
３
名
い
る
他
、
翻
訳
機
を

用
い
て
の
外
国
人
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

浜
松
市
な
ど
の
周
辺
地
域
か
ら
外
国
人
患
者
さ

ん
が
多
く
来
院
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
院
の

患
者
数
は
２
０
２
４
年
12
月
平
均
で
１
日
当
た

り
外
来
患
者
数
が
１
０
９
７
人
、
入
院
患
者
数

が
３
８
７
人
で
平
均
在
院
日
数
は
９・１
日
、
紹

介
率
は
84
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
４
年
９
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
新

し
い
Ｃ
Ｔ
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
１
９
９
１
年
に
Ｃ
Ｔ
、
１
９
９
２
年
に

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
設
置
す
る
な
ど
、高
度
画
像
診
断
装
置

を
早
期
よ
り
導
入
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
今
の
医
師
に
と
っ
て
は
非
常

に
身
近
な
撮
影
技
術
で
診
療
に
不
可
欠
で
あ
り
、

診
断
精
度
の
向
上
に
大
い
に
貢
献
す
る
医
療
機

器
で
す
。
今
回
、
導
入
し
た
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ

Ｔ
「CT

 5300

（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
）」
は
、
最
新
の

Ａ
Ｉ
技
術
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
社
の

３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
に
匹
敵
す
る
心
臓
Ｃ
Ｔ
画
像
を

撮
影
で
き
る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
同
Ｃ
Ｔ
の
被
ば
く
線
量
低
減
能
力

に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
は
整
形
外
科
が
専

門
で
す
が
、
骨
の
立
体
構
造
を
把
握
す
る
な
ど
、

Ｃ
Ｔ
は
整
形
外
科
領
域
で
の
有
用
性
が
高
い
反

1982 年浜松医科大学卒。同年同大学整形外科学教室入局。ハーバード大
学ボストン子供病院 research fellowを経て浜松医科大学整形外科学教室
に勤務。2010 年磐田市立総合病院整形外科部長。2023 年より現職。
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聞
く

静岡県⃝磐田市立総合病院

収益性に直結するスループット改善と
50%以上の被ばく低減を可能にする
AI機能を実装した最新型CTを導入
70年以上に渡り、磐田市の公的病院として中東遠医療圏での地域医療の中核を担う磐田市立総合病院。
同院では、常に最新の診断・治療機器を整備しており、2024年9月にはAI機能搭載プレミアムCT が稼働を開始した。
同院における同装置導入の経緯と有用性、最新装置を駆使した病院経営について、山﨑薫病院長らに話を聞いた。

面
、
世
界
的
に
は
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
研
究
が
被
ば

く
の
観
点
か
ら
倫
理
面
で
問
題
視
さ
れ
て
も
い

ま
す
。
被
ば
く
線
量
が
少
な
く
患
者
に
優
し
い

装
置
は
、
た
い
へ
ん
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
病
院
運
営
の
課
題
と
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
院
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
病
床
稼
働
率
は

90
％
以
上
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
病
院
離
れ
が

進
ん
だ
結
果
、
病
床
稼
働
率
が
65
％
程
度
に
落

ち
、
コ
ロ
ナ
明
け
の
現
在
も
、
80
％
程
度
ま
で

し
か
回
復
し
て
い
な
い
の
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

医
師
不
足
も
課
題
の
１
つ
で
す
が
、
そ
の
解

消
に
は
研
修
医
の
育
成
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
当
院
で
は
先
に
述
べ
た
Ｃ
Ｔ
や
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
高
度
な
医
療
機
器
の
導
入

を
含
め
、
研
修
医
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
運
営
に
つ
い
て
も
患
者
満
足
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

例
え
ば
、
患
者
相
談
室
を
病
院
玄
関
横
に
移
す

な
ど
、
漸
次
、
改
善
策
を
講
じ
、
地
域
の
患
者

さ
ん
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
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田
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放
射
線
診
断
科

従
来
以
上
の
低
被
ば
く
を
実
現
し
つ
つ
高
画
質
な
画
像
の
提
供
を
実
現

体
幹
部
の
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
や
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
へ
の
活
用
を
推
し
進
め
る

2024 年 9 月に稼働を開始したフィリップス製
AI 機能搭載プレミアム CT「CT 5300」。高画
質化と被ばく低減化の双方を実現し、同院
CT 検査部門の中心的役割を果たすと期待さ
れている。なお、同装置は国内 1 号機となる。
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コ
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シ
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患
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が
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、
入
院
患
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数

が
３
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７
人
で
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均
在
院
日
数
は
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日
、
紹
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率
は
84
・
５
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と
な
っ
て
い
ま
す
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４
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画
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導
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て
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ま
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は
、
今
の
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に
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て
は
非
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に
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撮
影
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で
診
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に
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欠
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り
、

診
断
精
度
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向
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に
大
い
に
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す
る
医
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機
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回
、
導
入
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ル
チ
ス
ラ
イ
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Ｉ
技
術
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
社
の

３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
に
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、
世
界
的
に
は
Ｃ
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を
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い
た
研
究
が
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ば

く
の
観
点
か
ら
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理
面
で
問
題
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さ
れ
て
も
い

ま
す
。
被
ば
く
線
量
が
少
な
く
患
者
に
優
し
い

装
置
は
、
た
い
へ
ん
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
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病
院
運
営
の
課
題
と
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
院
の
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
病
床
稼
働
率
は

90
％
以
上
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
病
院
離
れ
が

進
ん
だ
結
果
、
病
床
稼
働
率
が
65
％
程
度
に
落

ち
、
コ
ロ
ナ
明
け
の
現
在
も
、
80
％
程
度
ま
で

し
か
回
復
し
て
い
な
い
の
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

医
師
不
足
も
課
題
の
１
つ
で
す
が
、
そ
の
解

消
に
は
研
修
医
の
育
成
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
当
院
で
は
先
に
述
べ
た
Ｃ
Ｔ
や
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
高
度
な
医
療
機
器
の
導
入

を
含
め
、
研
修
医
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
運
営
に
つ
い
て
も
患
者
満
足
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

例
え
ば
、
患
者
相
談
室
を
病
院
玄
関
横
に
移
す

な
ど
、
漸
次
、
改
善
策
を
講
じ
、
地
域
の
患
者

さ
ん
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

画
像
が
作
成
し
易
く
な
り
、
画
像
診
断
の
精
度

向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
４
年
９
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
64
列

Ｃ
Ｔ
「CT

 5300

」
に
つ
い
て
、
大
川
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
る
。

「『CT
 5300

』
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
被
ば

く
線
量
低
減
化
で
す
。
当
院
で
実
施
し
て
い
る

多
時
相
の
胸
腹
部
の
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
単

純
撮
影
・
動
脈
相
・
門
脈
相
・
平
衡
相
の
撮
影

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
ば
く
線
量
は
従
来
の
４

～
６
割
程
度
に
抑
制
で
き
て
い
ま
す
。
既
存
装

　

放
射
線
診
断
科
の
概
要
を
、
同
科 

部
長
の
大

川
賀
久
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

「
放
射
線
診
断
科
に
は
放
射
線
診
断
専
門
医
３
名

を
含
む
常
勤
医
５
名
の
ほ
か
、
週
４
日
勤
務
し
て

い
る
非
常
勤
医
２
名
、
浜
松
医
科
大
学
か
ら
派

遣
さ
れ
て
い
る
非
常
勤
医
７
名
な
ど
、
充
実
し
た

陣
容
を
整
え
て
い
ま
す
。
１
ヵ
月
に
約
３
０
０
０

件
、
年
間
３
万
６
０
０
０
件
の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

核
医
学
検
査
の
画
像
を
読
影
し
て
い
ま
す
が
、
画

像
管
理
加
算
３
を
取
得
す
る
な
ど
、
迅
速
か
つ

質
の
高
い
読
影
レ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
診
断
科
の
特
徴
の
１
つ
と
し
て
、

T
hin

ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
の
保
存
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
当
院
で
は
、
一
般
的
な
５
㎜
ス
ラ
イ
ス
厚
以

外
に
１
㎜
厚
のT

hin

ス
ラ
イ
ス
デ
ー
タ
を
最
低

３
年
以
上
保
存
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
バ
へ
の
負
担

は
大
き
い
で
す
が
、Sagittal 

画
像
、Coronal
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て、2017 年磐田市立総合病院放射線診断
科勤務。2023 年より現職。
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科
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上
の
低
被
ば
く
を
実
現
し
つ
つ
高
画
質
な
画
像
の
提
供
を
実
現

体
幹
部
の
造
影
Ｃ
Ｔ
検
査
や
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
へ
の
活
用
を
推
し
進
め
る

高
品
質
な
画
像
デ
ー
タ
の
獲
得
の
実
現
と

被
ば
く
線
量
の
低
減
機
能
を
高
く
評
価

最
新
型
Ｃ
Ｔ
「CT 5300

」
①

図１　1 日当たりと
1ヵ月当たりの平均
検査数の比較。フィ
リップス製の従来装
置と比べても検査
数の増加が顕著。

昨年 11 月に行われた「CT 5300」の 1 号機見学会の様子。
近隣の施設からも多くの医療従事者が訪れた。

磐田市立総合病院

所在地：静岡県磐田市大久保 512 番地 3
病床数：500 床
病院長：山﨑　薫

　旧・陸軍病院を承継して 1946 年に開
設された国民健康保険組合立磐田病院
を嚆矢として、1952 年に磐田市の公的
病院となった磐田市立総合病院。その
後、機能・規模を拡大しつつ発展を続け、
1998 年に多様化する医療ニーズに対応
すべく現在の地に移転を果たした。
　同院が属する中東遠医療圏では、同
医療圏内の５市１町で協定を結び、掛
川市・袋井市が運営している中東遠総
合医療センターと同院が救急医療を担
い、森町、菊川市、御前崎市にある公
立病院が回復期・慢性期医療を担うな
ど、それぞれ役割分担しながら地域医
療を担っている。



台
の
患
者
さ
ん
は
問
題
な
く
撮
影
で
き
ま
す

し
、
70
台
以
上
で
も
心
臓
専
用
Ａ
Ｉ
画
像
再
構

成
機
能
『Precise Cardiac

』
の
自
動
補
正
技

術
に
よ
り
、
診
断
に
不
足
の
な
い
良
質
な
画
像

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
」

　

心
房
細
動
の
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後

の
Ｃ
Ｔ
検
査
に
「CT

 5300

」
を
使
用
す
る
理
由

を
、
吉
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
の
検
査
で
は
、

肺
静
脈
の
左
房
流
入
部
の
焼
灼
部
位
で
の
狭
窄
の

有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

当
院
で
は
他
に
も
全
心
位
相
の
画
像
を
用
い
、
両

心
房
の
駆
出
率
の
算
出
ま
で
臨
床
サ
イ
ド
か
ら
要

求
さ
れ
る
た
め
、
被
ば
く
線
量
が
ど
う
し
て
も
多

く
な
り
ま
す
。『CT

 5300

』
で
は
、
従
来
装
置

で
Ｄ
Ｌ
Ｐ
（D

ose Length Product

）１
０
０
０

程
度
だ
っ
た
被
ば
く
量
が
６
０
０
に
、
小
柄
な
女

性
で
は
４
０
０
程
度
に
ま
で
抑
え
て
検
査
で
き
る

の
で
す
。
10
年
ぶ
り
に
新
し
い
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
ま

し
た
が
、
被
ば
く
低
減
性
能
が
こ
こ
ま
で
向
上
し

た
の
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

ま
だ
、
症
例
数
は
多
く
な
い
で
す
が
、
さ
ら
に

症
例
数
を
集
め
て
、
今
後
の
活
用
法
を
含
め
て

検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
診
断
科
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
、
大

川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
い
う
。

「
週
４
日
勤
務
し
て
い
る
非
常
勤
医
の
１
人
は
、

実
は
当
院
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
で
す
が
、

他
に
も
私
を
含
め
高
齢
の
医
師
が
多
く
、
中
堅

の
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

放
射
線
診
断
科
で
は
、
画
像
管
理
加
算
３
を

取
得
す
る
こ
と
で
大
き
な
収
益
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
今
後

も
検
査
時
間
を
短
縮
し
て
検
査
件
数
を
増
や
し
、

病
院
の
増
収
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

置
と
同
等
以
上
の
画
質
を
維
持
し
な
が
ら
低
被

ば
く
化
を
実
現
で
き
て
い
る
点
は
、
放
射
線
科

医
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま

す
。
大
き
な
体
格
の
被
検
者
の
方
で
も
質
の
高
い

画
像
を
得
ら
れ
る
の
は
有
り
難
い
で
す
。

　

加
え
て
、
装
置
の
操
作
性
が
よ
り
簡
便
に
な
っ

た
と
も
診
療
放
射
線
技
師
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
診
断
科 

科
長
の
吉
原 

修
氏
は
、

２
０
０
９
年
に
循
環
器
内
科
か
ら
転
属
し
て
、
心

臓
専
門
の
画
像
診
断
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

「
当
院
で
は
、
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
は
年
間
約
６
０
０

件
、
心
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
年
間
約
１
５
０
件
、
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
心
臓
核
医
学
検
査
は
年
間
約

３
５
０
件
実
施
し
て
お
り
、
私
は
こ
れ
ら
の
画
像

の
読
影
を
専
門
と
し
て
担
当
し
て
い
ま
す
」

　

心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
主
に
同
院
が
以
前
か
ら

保
有
し
て
い
る
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
で
行
う
の
が
ル
ー

チ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
の
故
障

や
緊
急
検
査
な
ど
で
の
対
応
に
加
え
、
心
房
細

動
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
検
査
で
は
「CT

 5300

」
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
と
吉
原
氏
は
話
す
。

「『CT
 5300

』
で
は
ハ
ー
ト
レ
ー
ト
50
台
、
60

「CT 5300」の臨床画像

図２：「CT 5300」による頭部の低被ばく高画質画像。図１：「CT 5300」による心臓の低被ばく高画質画像。

図３：「CT 5300」によ
る体重 127kg の患者
での腹部ダイナミック
撮影。低管電圧（100 
kV）を使用。

て
画
質
が
向
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
造
影
検
査
で
は
、
通
常
１
０
０
kV
で
撮

影
す
る
と
こ
ろ
を
、
腎
機
能
が
悪
い
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
80　
kV
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
画

像
再
構
成
機
能
『Precise Im

age
』
に
よ
っ
て

ノ
イ
ズ
の
な
い
画
像
が
得
ら
れ
、
読
影
医
か
ら
の

評
価
も
高
い
で
す
。
今
後
は
、
造
影
剤
を
減
ら
し

た
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
積
極
的
に
低
管
電
圧

撮
影
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
改
善
に
伴
う
検
査
数
増
へ
の

貢
献
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
ス
マ
ー
ト
カ
メ
ラ
に
よ
る
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し

た
オ
ー
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
機
能
『Precise 

Position

』
で
検
査
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
向
上
し
、

寝
台
の
動
作
速
度
向
上
と
相
俟
っ
て
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
迅
速
化
し
ま
し
た
。
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
良
く

な
っ
た
こ
と
で
、
１
日
に
可
能
な
検
査
件
数
も
以

前
よ
り
増
え
て
お
り
、
従
来
装
置
で
は
運
用
上
の

問
題
も
あ
り
１
日
30
件
未
満
で
あ
っ
た
検
査
数

が
、
単
純
撮
影
や
造
影
検
査
も
含
め
明
ら
か
に

検
査
数
が
増
え
、
多
い
日
に
は
40
件
を
超
え
る
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
造
影
検
査
に
お
い
て

は
、
被
ば
く
低
減
や
積
極
的
な
造
影
剤
減
量
も

可
能
で
あ
る
た
め
、
３
台
の
Ｃ
Ｔ
の
中
で
最
も
多

く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
も
き
め

細
か
な
対
応
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
新
Ｃ
Ｔ
は
故

障
も
な
く
安
定
稼
働
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
八
重
樫
氏
は
、
同
装
置
に
託
す
今
後

の
展
望
を
語
る
。

「
ま
だ
、
導
入
期
間
は
短
い
で
す
が
、
私
自
身
は

Ｃ
Ｔ
の
中
心
的
装
置
と
し
て
『CT

 5300

』
を
運

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
整
形
領
域

や
頭
部
の
Ｃ
Ｔ
Ａ
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
き
、
積

極
的
に
検
査
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

1995年広島大学医学部卒。聖隷浜松
病院、聖霊三方原病院等を経て、2007
年磐田市立総合病院循環器内科勤
務。2009 年同病院放射線診断科 科
長、現在に至る。

吉原　修（よしはら・しゅう）氏

■

磐
田
市
立
総
合
病
院 

放
射
線
診
断
技
術
科

最
新
型
Ｃ
Ｔ
の
持
つ
ハ
イ
ボ
リ
ュー
ム
な
検
査
へ
の
対
応
力
を
高
く
評
価

検
査
効
率
の
向
上
と
収
益
性
に
も
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
運
用
を
推
進

Ａ
Ｉ
機
能
が
良
質
な
画
像
を
提
供
し

迅
速
な
画
像
診
断
に
も
大
き
く
貢
献

最
新
型
Ｃ
Ｔ
「CT 5300

」
②
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台
の
患
者
さ
ん
は
問
題
な
く
撮
影
で
き
ま
す

し
、
70
台
以
上
で
も
心
臓
専
用
Ａ
Ｉ
画
像
再
構

成
機
能
『Precise Cardiac

』
の
自
動
補
正
技

術
に
よ
り
、
診
断
に
不
足
の
な
い
良
質
な
画
像

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
」

　

心
房
細
動
の
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後

の
Ｃ
Ｔ
検
査
に
「CT

 5300

」
を
使
用
す
る
理
由

を
、
吉
原
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
の
検
査
で
は
、

肺
静
脈
の
左
房
流
入
部
の
焼
灼
部
位
で
の
狭
窄
の

有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

当
院
で
は
他
に
も
全
心
位
相
の
画
像
を
用
い
、
両

心
房
の
駆
出
率
の
算
出
ま
で
臨
床
サ
イ
ド
か
ら
要

求
さ
れ
る
た
め
、
被
ば
く
線
量
が
ど
う
し
て
も
多

く
な
り
ま
す
。『CT

 5300

』
で
は
、
従
来
装
置

で
Ｄ
Ｌ
Ｐ
（D

ose Length Product

）１
０
０
０

程
度
だ
っ
た
被
ば
く
量
が
６
０
０
に
、
小
柄
な
女

性
で
は
４
０
０
程
度
に
ま
で
抑
え
て
検
査
で
き
る

の
で
す
。
10
年
ぶ
り
に
新
し
い
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
ま

し
た
が
、
被
ば
く
低
減
性
能
が
こ
こ
ま
で
向
上
し

た
の
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

ま
だ
、
症
例
数
は
多
く
な
い
で
す
が
、
さ
ら
に

症
例
数
を
集
め
て
、
今
後
の
活
用
法
を
含
め
て

検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
診
断
科
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
、
大

川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
い
う
。

「
週
４
日
勤
務
し
て
い
る
非
常
勤
医
の
１
人
は
、

実
は
当
院
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
で
す
が
、

他
に
も
私
を
含
め
高
齢
の
医
師
が
多
く
、
中
堅

の
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

放
射
線
診
断
科
で
は
、
画
像
管
理
加
算
３
を

取
得
す
る
こ
と
で
大
き
な
収
益
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
新
し
い
Ｃ
Ｔ
を
中
心
に
今
後

も
検
査
時
間
を
短
縮
し
て
検
査
件
数
を
増
や
し
、

病
院
の
増
収
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
）』
の
後
継
機
種
を
検
討
し
始
め

ま
し
た
。
当
時
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
ル
ー
チ
ン
な
内

容
の
検
査
が
８
～
９
割
を
占
め
特
段
装
置
を
指

定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
は

３
２
０
列
で
、
救
急
関
連
は
80
列
Ｃ
Ｔ
で
と
決
め

て
い
ま
す
。
３
２
０
列
が
万
一
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
備
え
と
し
て
、
代
替
検
査
が
可
能
で
あ
る

こ
と
は
新
Ｃ
Ｔ
の
絶
対
条
件
で
し
た
が
、
検
出
器

の
列
数
は
64
列
で
も
、
あ
る
程
度
の
撮
影
速
度
を

維
持
で
き
れ
ば
代
替
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
各

メ
ー
カ
ー
の
64
列
ク
ラ
ス
装
置
を
１
年
以
上
か
け

て
検
討
し
ま
し
た
。
当
然
、
現
場
の
声
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
も
重
視
し
ま
し
た
」

　

寺
田
氏
は
一
方
で
、
２
０
２
４
年
春
の
国
際
医

用
画
像
総
合
展
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
で
初
披
露
さ
れ
た

「CT
 5300

」
に
触
れ
る
。
新
検
出
器
で
更
な
る

被
ば
く
低
減
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

画
像
再
構
成
技
術
の
搭
載
で
心
臓
検
査
が
可
能

な
こ
と
な
ど
を
高
く
評
価
。
国
内
１
号
機
で
あ
っ

た
こ
と
も
導
入
の
決
断
を
後
押
し
し
た
と
話
す
。

「
当
院
は
、
優
れ
た
装
置
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

導
入
し
て
い
く
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
国
内
で
早
期
に
導
入
し
、

『Brilliance iCT

』
も
国
内
２
台
目
の
導
入
で
し

た
。
昨
今
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
波
で
、Ａ
Ｉ
機
能
を
搭

載
し
た
装
置
は
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま

す
し
、以
前
か
ら
定
評
の
あ
る
Ｘ
線
管
球
も
10
年

保
証
の
上
、
性
能
を
考
慮
す
る
と
価
格
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
長
期
的
に
高
い
費
用
対
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
装
置
導
入
は
、
診

療
放
射
線
技
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
患
者
さ
ん

の
快
適
性
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
く
れ
ま
す
」

　

稼
働
を
開
始
し
た
「CT

 5300

」
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｔ
検
査
担
当
で
放
射
線
診

断
技
術
科
の
八
重
樫 

拓
氏
も
高
く
評
価
す
る
。

「
ま
ず
、
被
ば
く
が
大
幅
に
低
減
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
い
で
す
ね
。『CT

 5300

』で
は
、
従
来
装
置

に
比
べ
て
約
半
分
の
線
量
で
従
来
と
同
等
以
上
の

画
質
を
獲
得
可
能
で
す
。
読
影
医
か
ら
も
、
画

質
が
良
く
な
っ
た
と
の
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｉ
機
能
に
つ
い
て
も
賛
辞
を
送
る
。

「
Ａ
Ｉ
画
像
再
構
成
機
能『Precise Im

age

』に
よ

り
、従
来
装
置
で
は
被
ば
く
や
画
質
の
関
係
か
ら

で
き
て
い
な
かっ
た
頭
部
の
Ｃ
Ｔ
検
査
を
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
理
由
と
し
て
は
、

被
ば
く
線
量
を
大
幅
に
低
減
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
画
質
が
向
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
造
影
検
査
で
は
、
通
常
１
０
０
kV
で
撮

影
す
る
と
こ
ろ
を
、
腎
機
能
が
悪
い
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
80　
kV
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
画

像
再
構
成
機
能
『Precise Im

age
』
に
よ
っ
て

ノ
イ
ズ
の
な
い
画
像
が
得
ら
れ
、
読
影
医
か
ら
の

評
価
も
高
い
で
す
。
今
後
は
、
造
影
剤
を
減
ら
し

た
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
積
極
的
に
低
管
電
圧

撮
影
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
改
善
に
伴
う
検
査
数
増
へ
の

貢
献
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

「
ス
マ
ー
ト
カ
メ
ラ
に
よ
る
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使
し

た
オ
ー
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
機
能
『Precise 

Position

』
で
検
査
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
向
上
し
、

寝
台
の
動
作
速
度
向
上
と
相
俟
っ
て
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
迅
速
化
し
ま
し
た
。
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
良
く

な
っ
た
こ
と
で
、
１
日
に
可
能
な
検
査
件
数
も
以

前
よ
り
増
え
て
お
り
、
従
来
装
置
で
は
運
用
上
の

問
題
も
あ
り
１
日
30
件
未
満
で
あ
っ
た
検
査
数

が
、
単
純
撮
影
や
造
影
検
査
も
含
め
明
ら
か
に

検
査
数
が
増
え
、
多
い
日
に
は
40
件
を
超
え
る
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
造
影
検
査
に
お
い
て

は
、
被
ば
く
低
減
や
積
極
的
な
造
影
剤
減
量
も

可
能
で
あ
る
た
め
、
３
台
の
Ｃ
Ｔ
の
中
で
最
も
多

く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
も
き
め

細
か
な
対
応
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
新
Ｃ
Ｔ
は
故

障
も
な
く
安
定
稼
働
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
八
重
樫
氏
は
、
同
装
置
に
託
す
今
後

の
展
望
を
語
る
。

「
ま
だ
、
導
入
期
間
は
短
い
で
す
が
、
私
自
身
は

Ｃ
Ｔ
の
中
心
的
装
置
と
し
て
『CT

 5300

』
を
運

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
整
形
領
域

や
頭
部
の
Ｃ
Ｔ
Ａ
検
査
な
ど
を
行
っ
て
い
き
、
積

極
的
に
検
査
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

　

同
院
の
診
療
放
射
線
技
師
は
、
画
像
診
断
を

専
門
と
す
る
放
射
線
診
断
技
術
科
と
放
射
線
治

療
を
専
門
と
す
る
放
射
線
治
療
技
術
科
に
所
属

が
分
か
れ
て
お
り
、
放
射
線
診
断
技
術
科
に
は

26
名
の
診
療
放
射
線
技
師
が
所
属
す
る
。

　

モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、
３
２
０
列
、
80
列
、
今
回
導

入
し
た
Ｃ
Ｔ
の
３
台
の
Ｃ
Ｔ
の
他
、
３
テ
ス
ラ
と

１・５
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
各
１
台
、
血
管
撮
影
装

置
２
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
１
台
を
保
有
し
て
お
り
、

検
査
件
数
は
Ｃ
Ｔ
が
年
間
約
２
万
５
０
０
０
件
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
約
８
０
０
０
件
を
数
え
る
と
い
う
。

　

最
新
型
Ｃ
Ｔ
「CT

 5300

」
導
入
の
経
緯
に
つ

い
て
、
放
射
線
診
断
技
術
科 

技
師
長
の
寺
田
理

希
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
後
、
病
院
経
営
も
厳
し
い
中
で
老
朽

化
し
た
２
５
６
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ『Brilliance iCT

「CT 5300」を操作する八重樫氏。インター
フェースの操作性は高く、CT 担当スタッフ
は容易に操作に慣れたという。

1988 年東北大学 医療技術短期大
学部卒、2016 年名古屋大学大学院
医学系研究科博士課程卒。1988 年
より磐田市立総合病院放射線診断
技術科勤務、2009 年より同病院同
科技師長、現在に至る。

寺田理希（てらだ・まさき）氏

2005年鈴鹿医療科学大学 保健
衛生学部卒。2005年より磐田市立
総合病院 放射線診断技術科勤
務、2024 年同病院同科 主任、現
在に至る。

八重樫 拓（やえがし・たく）氏

磐
田
市
立
総
合
病
院　
放
射
線
診
断
技
術
科

技
師
長 

寺
田 

理
希
氏

主　
任 

八
重
樫 

拓
氏
に
聞
く

■

磐
田
市
立
総
合
病
院 

放
射
線
診
断
技
術
科

最
新
型
Ｃ
Ｔ
の
持
つ
ハ
イ
ボ
リ
ュー
ム
な
検
査
へ
の
対
応
力
を
高
く
評
価

検
査
効
率
の
向
上
と
収
益
性
に
も
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
運
用
を
推
進

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
向
上
で
検
査
件
数
が
増
加

３
台
の
Ｃ
Ｔ
中
、最
多
の
造
影
検
査
数
を
実
施

最
新
型
Ｃ
Ｔ
「CT 5300

」
④

ル
ー
チ
ン
検
査
メ
イ
ン
の
主
力
Ｃ
Ｔ
と
し
て

最
新
型
の
国
内
１
号
機
を
率
先
し
て
推
す

最
新
型
Ｃ
Ｔ
「CT 5300

」
③
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